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11
月
19
日
、島
根
県
知
事
は
、

鳥
取
県
知
事
に
対
し
て
大
橋
川

改
修
事
業
着
手
同
意
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
鳥

取
県
知
事
は
米
子･

境
港
両
市

長
に
意
見
紹
介
し
、
両
市
長
の

同
意
回
答
を
受
け
て
、
12
月
19

日
に
島
根
県
に
対
し
て
事
業
実

施
に
同
意
す
る
と
の
回
答
を
し

ま
し
た
。

大
橋
川
拡
幅
事
業
は
、
松
江

市
を
洪
水
か
ら
守
る
と
い
う
目

的
で
、
斐
伊
川
上
流
の
ダ
ム
建
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設
、
中
流
の
放
水
路
建
設
と
と

も
に
、
国
土
交
通
省
が
計
画
し

た
事
業
で
す
。
し
か
し
、
大
橋

川
拡
幅
で
中
海
の
水
位
が
上
昇

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、

下
流
の
米
子･

境
港
両
市
議
会

は
１
９
８
２
年
に
反
対
を
決
議

し
、
事
業
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
１

年
に
鳥
取
県
は
測
量
調
査
と
設

計
に
同
意
し
ま
し
た
が
、
「
森

山
、
大
海
崎
両
堤
防
の
開
削
な

し
に
着
工
は
認
め
な
い
」
と
い

う
条
件
を
付
し
て
の
同
意
で
し

た
。
干
拓
堤
防
建
設
後
に
弓
ケ

浜
半
島
沿
い
の
潮
位
が
上
が

り
、
雨
水
が
排
水
さ
れ
に
く
く

な
っ
た
り
、
地
下
水
位
が
高
く

な
っ
た
り
し
て
農
作
物
被
害
が

生
じ
て
い
る
、
ま
た
、
米
子
湾

沿
岸
も
高
潮
被
害
が
増
え
て
い

る
の
で
、
両
堤
防
を
開
削
し
て

潮
位
を
下
げ
な
い
限
り
拡
幅
は

認
め
な
い
と
い
う
の
が
条
件
を

付
け
た
理
由
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
４
年
に

突
如
と
し
て
、
両
県
知
事
が
両

堤
防
開
削
で
は
な
く
森
山
堤
防

の
み
６０

ｍ
開
削
す
る
と
い
う

合
意
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

米
子
市
と
市
議
会
は
、
そ
の
後

も
両
堤
防
開
削
を
求
め
続
け
て

き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
米
子
市
長
が
拡
幅

事
業
に
同
意
し
た
理
由
は
、「
再

三
に
わ
た
り
大
き
な
水
害
に
み

ま
わ
れ
た
松
江
市
民
の
心
情
を

考
え
る
と
、
大
橋
川
改
修
事
業

の
実
施
に
躊
躇
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

勿
論
、
松
江
市
民
の
安
全
確
保

は
当
然
で
す
。
で
は
、
米
子
市

民
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

や
農
業
被
害
は
放
置
し
て
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
大
橋
川
改
修

（
２
頁
に
続
く
）

ま
た
、
下
水
道
中
央
ポ
ン
プ
場
の
駐
車

場
は
、
設
備
管
理
の
た
め
の
工
事
用
ス
ペ

ー
ス
も
兼
ね
て
い
る
の
で
通
常
は
開
放

し
て
な
い
が
、
湊
山
公
園
や
児
童
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
使
用
日
時
、
代
表

者
等
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
上
支

障
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
施
設
を

開
放
し
て
い
る
。

（
Ｑ
）
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
は
土･

日
曜

日
は
利
用
者
が
多
く
、
駐
車
場
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
。
桜
の
季
節
な
ど
湊
山
公
園

は
長
蛇
の
車
の
列
で
、
せ
っ
か
く
来
ら
れ

て
も
停
め
る
場
所
が
な
く
て
帰
る
人
も

多
い
。
も
う
少
し
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

戦
争
遺
跡
の
保
存
、
活
用
に
つ

い
て

（
Ｑ
）
戦
争
中
に
敵
の
空
襲
か
ら
守
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
掩
体
壕
（
え
ん
た
い
ご

う
＝
飛
行
機
等
の
格
納
庫
）
な
ど
、
美
保

基
地
周
辺
や
米
子
市
内
に
は
数
々
の
戦

争
遺
跡
群
が
存
在
す
る
。
戦
後
６５
年
が
経

過
し
、
戦
争
の
記
憶
を
伝
え
る
も
の
や
証

人
が
少
な
く
な
り
、
戦
争
の
歴
史
と
教
訓

を
継
承
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
貴
重
な
戦
争
遺
跡
を
保
護

し
、
平
和
学
習
な
ど
に
活
用
す
べ
き
。

（
Ａ
）
市
内
に
１４
基
の
掩
体
壕
、
防
空

壕
な
ど
の
戦
争
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。
戦
争
遺
跡
の
保
存
は
、

（
３
頁
よ
り
）

（
Ａ
）
噴
水
広
場
は
地
域
総
合
整
備
事

業
債
と
い
う
起
債
で
整
備
し
た
の
で
、

財
産
処
分
の
制
約
等
は
な
い
。

③
紺
屋
町
周
辺
の
下
水
道
整
備

（
Ｑ
）
こ
の
地
域
の
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
な
い
た
め
に
加
茂
川
下
流
域
や
中

海
の
水
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
で
は
、
２０

～
２１
年
度
で
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
進
ち
ょ
く
状
況
は
？

（
Ａ
）
法
勝
寺
町
は
、
今
年
度
か
ら
来

年
度
に
か
け
て
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
に
合

わ
せ
て
整
備
す
る
。
ま
た
、
紺
屋
町
は
、

民
間
主
体
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
。
そ

の
他
の
商
店
会
も
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
が

計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
整
備
を
図
り
た
い
。

④
公
共
施
設
駐
車
場
休
日
無
料
開
放

（
Ｑ
）
中
心
市
街
地
に
無
料
駐
車
場
が

あ
れ
ば
も
っ
と
人
が
集
ま
る
。
市
役
所

駐
車
場
、
下
水
道
ポ
ン
プ
場
の
駐
車
場

を
休
日
に
無
料
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

（
Ａ
）
市
役
所
駐
車
場
は
、
借
地
で
あ

る
と
い
う
特
殊
性
か
ら
受
益
者
の
方
に

応
分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
無
料
に
し
た
場
合
、
周
辺
の
民

間
駐
車
場
へ
の
影
響
や
目
的
外
駐
車
に

対
す
る
管
理
上
の
問
題
な
ど
が
あ
る
の

で
、
無
料
開
放
は
困
難
。

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。
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議員報酬会計報告 (2009年7～12月）

前月からの繰入 107,460

報酬 2,640,000

（44万円×6ヶ月）

一時金 985,600

所得税還付 156,424

カンパ 3,000

合 計 3,892,484

議員共済掛金 496,275

所得税 178,257

国保料 313,000

通信費 120,266

資料代 15,700

活動費 370,779

中川生活費 2,000,000

(25万円×6ヶ月＋一時金2ヶ月)

住民税(3期） 82,000

次月繰越金 316,207

合 計 3,892,484

（収 入）

（支 出）

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

新 風 岩崎 康朗 ○ × ○ ○ × × 新 風 渡辺 照夫 ○ × ○ ○ × × 公明党 安田 篤 ○ × × × × ×

〃 内田 隆嗣 ○ × ○ ○ × × 自民クラブ 尾沢 三夫 ○ × × ○ × × 未 来 伊藤ひろえ × ○ ○ ○ ○ ○

〃 竹内 英二 ○ × ○ ○ × × 〃 中本 実夫 ○ × × ○ × × 〃 門脇 邦子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 谷本 栄 ○ × ○ ○ × × 〃 藤尾 信之 ○ × × ○ × × 〃 森 雅幹 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 中田 利幸 ○ × ○ ○ × × 〃 松井 義夫 ○ × × ○ × × 〃 中川 健作 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 中村 昌哲 〃 宮田 誠 ○ × × ○ × × 共産 党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 野坂 道明 ○ × ○ ○ × × 〃 矢倉 強 ○ ○ × ○ × × 〃 松本 松子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 松田 正 ○ × ○ ○ × × 公明党 笠谷 悦子 ○ × × × × × 〃 石橋 佳子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 吉岡 知巳 ○ × ○ ○ × × 〃 原 紀子 ○ × × × × × 一院クラブ 遠藤 通 ○ × ○ ○ × ×

〃 渡辺 穣爾 ○ × ○ ○ × × 〃 安木 達哉 ○ × × × × × 維 新 三鴨 秀文 ○ × ○ ○ × ×

議 長

⑥中学校卒業まで子どもの医療費助成の拡充を求める陳情(12月議会）

賛否が分かれた主な議案・陳情に対する全議員の賛否一覧

②気候保護法制定について国への意見書提出を求める陳情(9月議会）
③2010年度国家予算編成において、教育予算拡充を求める陳情(9月議会）
④知的障がい児(者)への紙おむつ助成に関する陳情(12月議会）

⑤島根原子力発電所の早急な耐震補強対策と原子力に依存しないエネルギー政策の転換を求める陳情(12月議会）

①中海圏域の定住自立圏の形成に関する協定の締結（9月議会）

関
係
者
の
同
意
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
の
検
討
課
題
。
戦
争
遺
跡
の
平
和

学
習
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
学
校
に
案

内
し
教
材
と
し
て
の
検
討
を
促
し
て

み
た
い
。

（
Ｑ
）
皆
生
に
あ
る
海
軍
省
通
信
隊
の

掩
体
壕
は
、
土
地
の
所
有
者
が
取
り
壊

し
を
望
ん
で
い
る
と
聞
い
た
。
奈
喜
良

の
壕
も
民
間
の
所
有
で
農
作
物
の
貯

蔵
庫
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
大

き
な
地
下
工
場
の
跡
だ
と
言
わ
れ
、
そ

こ
は
美
保
基
地
の
建
設
の
た
め
に
強

制
連
行
や
徴
用
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た

朝
鮮
人
が
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
近
く
の
人
か
ら

聞
い
た
。
民
間
所
有
の
戦
争
遺
跡
は
保

存
し
な
い
と
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
市
と
し
て
保
存
の
働
き
か
け
を
。

（
Ａ
）
現
段
階
で
取
り
壊
し
等
と
い
う

こ
と
は
把
握
し
て
な
か
っ
た
が
、
個
々

の
保
存
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
等
々

と
協
議
し
て
研
究
し
て
み
た
い
。

昨
年
は
、
日
本
で
初
め
て
本
格
的

な

な
政
権
交
代
が
実
現
し
た
歴
史
的
な

年

年
で
し
た
。
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ

へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
小
泉
改

革
が
進
め
た
格
差
社
会
に
疑
問
を
持

つ
多
く
の
国
民
が
共
感
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
政
権
の
先
行
き

は
不
安
な
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
デ
ン
マ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
15
回
条
約
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
は
不
十
分
な
形
で
終
わ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
面
上
昇
、
生

態
系
の
破
壊
、
食
糧
危
機
、
伝
染
病
の
蔓
延
な
ど
、
地
球
は
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
、
市
民
が
足
元
か
ら
政
治
や
社
会
を
良
く
す
る
取
り
組

み
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
を
変
え
、
地
球
規
模
の

課
題
を
解
決
す
る
原
動
力
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
に

は
米
子
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
政
治
を
つ
く

る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１２月議会報告

悔いの残る大橋川拡幅事業同意

干拓堤防の
さらなる開削を！

昨
年
５
月
に
森
山
堤
防
が
６０
ｍ

開
削
さ
れ
た
が
、
島
根
大
学
研
究

者
の
調
査
で
は
、
環
境
改
善
効
果

が
出
て
い
る
の
は
開
削
部
か
ら

せ
い
ぜ
い
500
ｍ
く
ら
い
と
の
こ

と
。
堤
防
の
さ
ら
な
る
開
削
で
昔

の
よ
う
な
潮
の
流
れ
が
回
復
す

れ
ば
、
サ
ル
ボ
ウ
貝
が
繁
殖
す
る

の
も
夢
で
は
な
い
（
写
真
は
昨
年

末
に
中
海
で
取
れ
た
サ
ル
ボ
ウ

貝
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
）

大
篠
津
の
掩
体
壕



し
ま
し
た
が
、
財
政
的
に
厳
し

い
中
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
再
び

継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

「
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
」
が
Ｊ
２

に
昇
格
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
改
修
を
積
極
的
に
推

進
す
る
意
見
は
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
し
た
よ
う
で
す
。

年
に
数
回
し
か
開
催
さ
れ

な
い
試
合
の
た
め
に
多
額
の

費
用
を
投
じ
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
税
金
は
一
部

の
競
技
だ
け
に
投
じ
る
の
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
よ

る
市
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
た
め
に

使
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

９
月
議
会
に
、
東
山
競
技
場

の
Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
２
）
規
格
改

修
を
求
め
る
陳
情
が
市
民
の

署
名
を
付
け
て
、
４
つ
の
青
年

経
済
団
体
の
連
絡
協
議
会
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
ガ
イ

ナ
ー
レ
鳥
取
」
が
Ｊ
２
に
昇
格

す
る
と
、
現
在
の
競
技
場
で
は

Ｊ
リ
ー
グ
の
規
格
に
合
わ
な

い
た
め
に
、
発
祥
の
地
で
あ
る

鳥
取
県
西
部
で
は
な
く
鳥
取

市
で
し
か
試
合
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
の
規
格
に
合
わ

せ
る
た
め
に
は
照
明
、
ス
タ
ン

ド
席
、
諸
施
設
の
整
備
に
約

20
億
円
必
要
で
あ
り
、
財
源

の
調
査
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
９
月
議
会
で
は
継
続
審
査

に
な
り
ま
し
た
。

１２
月
議
会
で
改
め
て
審
議

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
つ
い
て

①
史
跡
米
子
城
跡
整
備
事
業

（
Ｑ
）
米
子
城
三
の
丸
跡
地
等
は
国
史
跡

に
追
加
指
定
し
、
米
子
城
跡
整
備
計
画
に

従
っ
て
保
存
、
整
備
を
。

（
Ａ
）
今
、
三
の
丸
跡
地
の
一
部
に
あ
る

民
有
借
地
を
取
得
、
等
価
交
換
な
ど
、
地

権
者
の
方
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
ま
だ
跡
地
の
活
用
策
の
具
体
的

な
案
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。

（
Ｑ
）
湊
山
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
民

有
地
が
何
ら
か
の
形
で
開
発
さ
れ
る
と
、

二
の
丸
と
三
の
丸
を
隔
て
て
い
る
高
石

垣
の
す
ば
ら
し
い
景
観
が
台
な
し
に
な

る
。
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と
が
米
子
市
と

し
て
最
大
命
題
で
あ
る
。

（
Ａ
）
こ
こ
以
外
に
も
、
深
浦
と
出
山
に

同
じ
地
権
者
の
民
地
が
あ
る
。
こ
の
地
域

は
、
風
致
地
区
、
公
園
区
域
、
保
安
林
区

域
な
ど
の
規
制
が
複
数
か
か
っ
て
お
り
、

法
律
に
合
致
す
る
よ
う
な
利
用
形
態
し

か
と
れ
な
い
の
で
、
最
終
的
に
は
米
子
城

跡
の
追
加
指
定
と
い
う
こ
と
も
、
大
い
に

可
能
性
と
し
て
は
残
っ
て
い
る
。

（
Ｑ
）
全
部
の
土
地
を
取
得
し
て
も
費

用
見
込
み
は
６
億
円
で
あ
り
、
８６
・
６
％

が
国
と
県
の
補
助
な
の
で
、
市
の
負
担
は

８
千
万
円
で
済
む
。
保
存
、
活
用
に
向
け

て
市
民
的
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
Ａ
）
あ
く
ま
で
も
情
報
は
公
に
し
、
市

民
の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
や
っ

て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
。

②
図
書
館
、
美
術
館
、
歴
史
館
の
整

備（
Ｑ
）
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

（
Ａ
）
図
書
館
、
美
術
館
は
、
７
月
に
副

市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
場
の
職
員
や

利
用
者
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
た
。
今

後
も
幅
広
く
市
民
の
意
見
、
意
向
等
を
聞

く
場
を
複
数
回
設
け
た
い
。
平
成
２４
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
標
に
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
整
備
に
係
る
基
本
方
針

を
定
め
た
い
。

（
Ｑ
）
図
書
館
の
一
番
の
問
題
は
面
積
が

狭
い
こ
と
。
最
低
１０
万
冊
の
開
架
面
積

や
十
分
な
蔵
書
能
力
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
地
で
増

床
す
る
た
め
に
は
図
書
館
前
の
噴
水
広

場
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
可
能

か
。

（
４
頁
に
続
く
）

新
聞
記
事
の
よ
う
な
答
弁
を
引

き
出
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
鳥

取
県
と
島
根
県
の
協
定
に
「
新

た
な
水
質
改
善
策
を
講
じ
る
必

要
が
生
じ
た
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
（
中
略
）、
将
来
的
な
大

海
崎
堤
の
開
削
も
含
め
幅
広
く

適
切
な
対
策
を
協
議
検
討
す
る

（
１
頁
よ
り
）

に
同
意
は
す
る
が
そ
の
前
提
条

件
は
両
堤
防
開
削
で
あ
る
と
、

何
故
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
言
え

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

米
子
の
立
場
を
説
明
し
て
理

解
を
求
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
周

辺
市
長
や
県
・
国
に
迎
合
し
て

き
た
野
坂
市
長
の
政
治
姿
勢
が

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
き
、
大

変
残
念
で
す
。
し
か
も
、
野
坂

市
長
の
同
意
回
答
を
議
会
も
認

め
て
し
ま
い
ま
し
た
（
賛
成
21

人
、
反
対
７
人
）。
市
民
か
ら
は
、

議
員
は
な
ぜ
現
場
の
声
を
聞
か

な
い
の
か
と
の
批
判
が
出
て
い

ま
す
。

私
は
、
12
月
議
会
の
各
個
質

問
を
こ
の
問
題
に
絞
り
３０

分

間
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
治
基
本
条
例
は
「
自
治
体
の
憲
法
」

と
も
い
え
る
も
の
で
、
市
政
参
加
の
権
利

な
ど
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
保
障
す
る

と
と
も
に
、
行
政
や
議
会
に
市
民
の
権
利

を
尊
重
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で

す
。
全
員
公
募
の
市
民
検
討
委
員
会
で
、

３
月
末
を
め
ど
に
原
案
を
策
定
中
で
す
。

元
我
孫
子
市
長
の
福
嶋
浩
彦
さ
ん
は
、

市
民
に
役
に
立
つ
自
治
基
本
条
例
と
し
て

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
が
あ
る

か
ど
う
か
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
議
会
へ
の

市
民
参
加
が
書
い
て
あ
る
か
ど
う
か
。

現
在
で
も
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て

住
民
投
票
を
請
求
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
議
会
が
決
め

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
否
決
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
子
市
で
も
、
馬
券
売
り
場
の

賛
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
等
が
請
求
さ

れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
と
は
、

市
民
が
一
定
数
（
例
え
ば
５
分
の
１
）
以

上
の
署
名
を
集
め
て
住
民
投
票
を
請
求
し

た
と
き
市
長
は
必
ず
住
民
投
票
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

市
民
自
治
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
地
域

の
重
要
課
題
に
つ
い
て
住
民
投
票
を
実
施

す
る
権
限
は
市
民
が
持
っ
て
当
然
で
す
。

議
会
へ
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
は
、
米
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２
０
０
９
年
１
２
月
５
日
・
日
本
海
新
聞

こ
と
」
と
い
う
文
言
が
入
り
ま

し
た
。
両
堤
防
開
削
な
し
に
大

橋
川
拡
幅
に
同
意
し
た
こ
と
は

大
変
な
後
退
で
す
が
、
首
の
皮

一
枚
で
「
大
海
崎
堤
防
開
削
」

と
い
う
文
言
が
残
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
堤
防
開
削

を
求
め
続
け
ま
す
。

干拓堤防建設後に中海の潮位が上昇
中海を長年調査された故岸岡務先生

によれば、大橋川からの水は 3 割以上
が大根島の北側に流れていたが、大海
崎堤防ができてからは全部弓ケ浜半島
に向けて流れるようになったとのこ
と。また、漁師の証言では、海水の出
入りが中浦水道だけになり、潮が引き
きらないうちに次の潮が入るようにな
ったとのこと。このようなことが原因
で、弓ケ浜沿いでは中海の潮位が以前
より上がったと思われる。

干拓堤防設置以前の湖流( は海水、 は汽水）

Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
２
）
規
格
の
競
技
場
改

修
を
求
め
る
陳
情
、
継
続
審
査
に

子
市
議
会
は
全
く
遅
れ
て
い
ま
す
。
市
民

か
ら
は
、
本
会
議
や
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
、
議
案
に
対
す
る
個
々
の
議

員
の
賛
否
公
表
、
議
決
前
の
市
民
と
の
意

見
交
換
や
公
聴
会
の
開
催
、
な
ど
を
求
め

る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
現

し
て
い
ま
せ
ん
。
自
治
基
本
条
例
で
、
議

会
へ
の
市
民
参
加
、
議
会
の
説
明
責
任
な

ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
治
基
本
条
例
は
、
市
民
自
治
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
自
治
基
本
条
例

今
年
３
月
め
ど
に
原
案
策
定
中

９
月
議
会

各
個
質
問
報
告

●
上
勝
町
を
視
察
し
ま
し
た

徳
島
県
上
勝
町
は
２
０
２
０
年
ま
で

に
「
ご
み
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
43
分
別
に
よ
っ
て
８
割
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
あ
と

の
２
割
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も

の
を
作
ら
せ
な
い
制
度
し
か
な
い
と
、

上
勝
町
は
国
に
対
し
て
法
律
案
ま
で
提

案
し
て
い
ま
す
。
小
さ
く
て
も
輝
い
て

い
る
、
と
て
も
元
気
な
町
で
し
た
。

議
員
定
数
削
減
陳
情
も
継
続
審
査

１２
月
議
会
に
、
議
員
定
数

を
３
人
減
ら
し
て
２７
人
に
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
５

人
の
個
人
連
名
で
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
定
数
問
題
調

査
特
別
委
員
会
で
提
出
者
へ

の
意
見
聴
取
等
行
う
た
め
、

継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。



し
ま
し
た
が
、
財
政
的
に
厳
し

い
中
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
再
び

継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

「
ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取
」
が
Ｊ
２

に
昇
格
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
改
修
を
積
極
的
に
推

進
す
る
意
見
は
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
し
た
よ
う
で
す
。

年
に
数
回
し
か
開
催
さ
れ

な
い
試
合
の
た
め
に
多
額
の

費
用
を
投
じ
る
必
要
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
税
金
は
一
部

の
競
技
だ
け
に
投
じ
る
の
で

は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
よ

る
市
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
た
め
に

使
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。

９
月
議
会
に
、
東
山
競
技
場

の
Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
２
）
規
格
改

修
を
求
め
る
陳
情
が
市
民
の

署
名
を
付
け
て
、
４
つ
の
青
年

経
済
団
体
の
連
絡
協
議
会
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
ガ
イ

ナ
ー
レ
鳥
取
」
が
Ｊ
２
に
昇
格

す
る
と
、
現
在
の
競
技
場
で
は

Ｊ
リ
ー
グ
の
規
格
に
合
わ
な

い
た
め
に
、
発
祥
の
地
で
あ
る

鳥
取
県
西
部
で
は
な
く
鳥
取

市
で
し
か
試
合
が
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
の
規
格
に
合
わ

せ
る
た
め
に
は
照
明
、
ス
タ
ン

ド
席
、
諸
施
設
の
整
備
に
約

20
億
円
必
要
で
あ
り
、
財
源

の
調
査
が
必
要
と
い
う
こ
と

で
９
月
議
会
で
は
継
続
審
査

に
な
り
ま
し
た
。

１２
月
議
会
で
改
め
て
審
議

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

に
つ
い
て

①
史
跡
米
子
城
跡
整
備
事
業

（
Ｑ
）
米
子
城
三
の
丸
跡
地
等
は
国
史
跡

に
追
加
指
定
し
、
米
子
城
跡
整
備
計
画
に

従
っ
て
保
存
、
整
備
を
。

（
Ａ
）
今
、
三
の
丸
跡
地
の
一
部
に
あ
る

民
有
借
地
を
取
得
、
等
価
交
換
な
ど
、
地

権
者
の
方
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
段
階

で
あ
り
、
ま
だ
跡
地
の
活
用
策
の
具
体
的

な
案
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。

（
Ｑ
）
湊
山
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
民

有
地
が
何
ら
か
の
形
で
開
発
さ
れ
る
と
、

二
の
丸
と
三
の
丸
を
隔
て
て
い
る
高
石

垣
の
す
ば
ら
し
い
景
観
が
台
な
し
に
な

る
。
こ
れ
を
取
得
す
る
こ
と
が
米
子
市
と

し
て
最
大
命
題
で
あ
る
。

（
Ａ
）
こ
こ
以
外
に
も
、
深
浦
と
出
山
に

同
じ
地
権
者
の
民
地
が
あ
る
。
こ
の
地
域

は
、
風
致
地
区
、
公
園
区
域
、
保
安
林
区

域
な
ど
の
規
制
が
複
数
か
か
っ
て
お
り
、

法
律
に
合
致
す
る
よ
う
な
利
用
形
態
し

か
と
れ
な
い
の
で
、
最
終
的
に
は
米
子
城

跡
の
追
加
指
定
と
い
う
こ
と
も
、
大
い
に

可
能
性
と
し
て
は
残
っ
て
い
る
。

（
Ｑ
）
全
部
の
土
地
を
取
得
し
て
も
費

用
見
込
み
は
６
億
円
で
あ
り
、
８６
・
６
％

が
国
と
県
の
補
助
な
の
で
、
市
の
負
担
は

８
千
万
円
で
済
む
。
保
存
、
活
用
に
向
け

て
市
民
的
議
論
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

（
Ａ
）
あ
く
ま
で
も
情
報
は
公
に
し
、
市

民
の
皆
様
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
や
っ

て
い
く
こ
と
を
約
束
す
る
。

②
図
書
館
、
美
術
館
、
歴
史
館
の
整

備（
Ｑ
）
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

（
Ａ
）
図
書
館
、
美
術
館
は
、
７
月
に
副

市
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
現
場
の
職
員
や

利
用
者
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
た
。
今

後
も
幅
広
く
市
民
の
意
見
、
意
向
等
を
聞

く
場
を
複
数
回
設
け
た
い
。
平
成
２４
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
標
に
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
整
備
に
係
る
基
本
方
針

を
定
め
た
い
。

（
Ｑ
）
図
書
館
の
一
番
の
問
題
は
面
積
が

狭
い
こ
と
。
最
低
１０
万
冊
の
開
架
面
積

や
十
分
な
蔵
書
能
力
の
確
保
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
等
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
地
で
増

床
す
る
た
め
に
は
図
書
館
前
の
噴
水
広

場
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
可
能

か
。

（
４
頁
に
続
く
）

新
聞
記
事
の
よ
う
な
答
弁
を
引

き
出
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
鳥

取
県
と
島
根
県
の
協
定
に
「
新

た
な
水
質
改
善
策
を
講
じ
る
必

要
が
生
じ
た
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
（
中
略
）、
将
来
的
な
大

海
崎
堤
の
開
削
も
含
め
幅
広
く

適
切
な
対
策
を
協
議
検
討
す
る

（
１
頁
よ
り
）

に
同
意
は
す
る
が
そ
の
前
提
条

件
は
両
堤
防
開
削
で
あ
る
と
、

何
故
、
こ
れ
ま
で
通
り
に
言
え

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

米
子
の
立
場
を
説
明
し
て
理

解
を
求
め
る
こ
と
を
せ
ず
、
周

辺
市
長
や
県
・
国
に
迎
合
し
て

き
た
野
坂
市
長
の
政
治
姿
勢
が

こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
き
、
大

変
残
念
で
す
。
し
か
も
、
野
坂

市
長
の
同
意
回
答
を
議
会
も
認

め
て
し
ま
い
ま
し
た
（
賛
成
21

人
、
反
対
７
人
）。
市
民
か
ら
は
、

議
員
は
な
ぜ
現
場
の
声
を
聞
か

な
い
の
か
と
の
批
判
が
出
て
い

ま
す
。

私
は
、
12
月
議
会
の
各
個
質

問
を
こ
の
問
題
に
絞
り
３０

分

間
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

自
治
基
本
条
例
は
「
自
治
体
の
憲
法
」

と
も
い
え
る
も
の
で
、
市
政
参
加
の
権
利

な
ど
市
民
の
あ
ら
ゆ
る
権
利
を
保
障
す
る

と
と
も
に
、
行
政
や
議
会
に
市
民
の
権
利

を
尊
重
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で

す
。
全
員
公
募
の
市
民
検
討
委
員
会
で
、

３
月
末
を
め
ど
に
原
案
を
策
定
中
で
す
。

元
我
孫
子
市
長
の
福
嶋
浩
彦
さ
ん
は
、

市
民
に
役
に
立
つ
自
治
基
本
条
例
と
し
て

二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
が
あ
る

か
ど
う
か
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
議
会
へ
の

市
民
参
加
が
書
い
て
あ
る
か
ど
う
か
。

現
在
で
も
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
い
て

住
民
投
票
を
請
求
す
る
こ
と
は
可
能
で
す

が
、
実
施
す
る
か
ど
う
か
は
議
会
が
決
め

る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
否
決
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
子
市
で
も
、
馬
券
売
り
場
の

賛
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
等
が
請
求
さ

れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
常
設
型
住
民
投
票
条
例
と
は
、

市
民
が
一
定
数
（
例
え
ば
５
分
の
１
）
以

上
の
署
名
を
集
め
て
住
民
投
票
を
請
求
し

た
と
き
市
長
は
必
ず
住
民
投
票
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。

市
民
自
治
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
地
域

の
重
要
課
題
に
つ
い
て
住
民
投
票
を
実
施

す
る
権
限
は
市
民
が
持
っ
て
当
然
で
す
。

議
会
へ
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
は
、
米
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２
０
０
９
年
１
２
月
５
日
・
日
本
海
新
聞

こ
と
」
と
い
う
文
言
が
入
り
ま

し
た
。
両
堤
防
開
削
な
し
に
大

橋
川
拡
幅
に
同
意
し
た
こ
と
は

大
変
な
後
退
で
す
が
、
首
の
皮

一
枚
で
「
大
海
崎
堤
防
開
削
」

と
い
う
文
言
が
残
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
更
な
る
堤
防
開
削

を
求
め
続
け
ま
す
。

干拓堤防建設後に中海の潮位が上昇
中海を長年調査された故岸岡務先生

によれば、大橋川からの水は 3 割以上
が大根島の北側に流れていたが、大海
崎堤防ができてからは全部弓ケ浜半島
に向けて流れるようになったとのこ
と。また、漁師の証言では、海水の出
入りが中浦水道だけになり、潮が引き
きらないうちに次の潮が入るようにな
ったとのこと。このようなことが原因
で、弓ケ浜沿いでは中海の潮位が以前
より上がったと思われる。

干拓堤防設置以前の湖流( は海水、 は汽水）

Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
２
）
規
格
の
競
技
場
改

修
を
求
め
る
陳
情
、
継
続
審
査
に

子
市
議
会
は
全
く
遅
れ
て
い
ま
す
。
市
民

か
ら
は
、
本
会
議
や
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
、
議
案
に
対
す
る
個
々
の
議

員
の
賛
否
公
表
、
議
決
前
の
市
民
と
の
意

見
交
換
や
公
聴
会
の
開
催
、
な
ど
を
求
め

る
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実
現

し
て
い
ま
せ
ん
。
自
治
基
本
条
例
で
、
議

会
へ
の
市
民
参
加
、
議
会
の
説
明
責
任
な

ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
治
基
本
条
例
は
、
市
民
自
治
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

注
目
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
自
治
基
本
条
例

今
年
３
月
め
ど
に
原
案
策
定
中

９
月
議
会

各
個
質
問
報
告

●
上
勝
町
を
視
察
し
ま
し
た

徳
島
県
上
勝
町
は
２
０
２
０
年
ま
で

に
「
ご
み
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
43
分
別
に
よ
っ
て
８
割
の
リ
サ

イ
ク
ル
率
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
あ
と

の
２
割
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も

の
を
作
ら
せ
な
い
制
度
し
か
な
い
と
、

上
勝
町
は
国
に
対
し
て
法
律
案
ま
で
提

案
し
て
い
ま
す
。
小
さ
く
て
も
輝
い
て

い
る
、
と
て
も
元
気
な
町
で
し
た
。

議
員
定
数
削
減
陳
情
も
継
続
審
査

１２
月
議
会
に
、
議
員
定
数

を
３
人
減
ら
し
て
２７
人
に
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
が
５

人
の
個
人
連
名
で
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
定
数
問
題
調

査
特
別
委
員
会
で
提
出
者
へ

の
意
見
聴
取
等
行
う
た
め
、

継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。
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11
月
19
日
、島
根
県
知
事
は
、

鳥
取
県
知
事
に
対
し
て
大
橋
川

改
修
事
業
着
手
同
意
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
鳥

取
県
知
事
は
米
子･

境
港
両
市

長
に
意
見
紹
介
し
、
両
市
長
の

同
意
回
答
を
受
け
て
、
12
月
19

日
に
島
根
県
に
対
し
て
事
業
実

施
に
同
意
す
る
と
の
回
答
を
し

ま
し
た
。

大
橋
川
拡
幅
事
業
は
、
松
江

市
を
洪
水
か
ら
守
る
と
い
う
目

的
で
、
斐
伊
川
上
流
の
ダ
ム
建

２０１０年 1 月
（第７7 号）
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設
、
中
流
の
放
水
路
建
設
と
と

も
に
、
国
土
交
通
省
が
計
画
し

た
事
業
で
す
。
し
か
し
、
大
橋

川
拡
幅
で
中
海
の
水
位
が
上
昇

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、

下
流
の
米
子･

境
港
両
市
議
会

は
１
９
８
２
年
に
反
対
を
決
議

し
、
事
業
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
０
１

年
に
鳥
取
県
は
測
量
調
査
と
設

計
に
同
意
し
ま
し
た
が
、
「
森

山
、
大
海
崎
両
堤
防
の
開
削
な

し
に
着
工
は
認
め
な
い
」
と
い

う
条
件
を
付
し
て
の
同
意
で
し

た
。
干
拓
堤
防
建
設
後
に
弓
ケ

浜
半
島
沿
い
の
潮
位
が
上
が

り
、
雨
水
が
排
水
さ
れ
に
く
く

な
っ
た
り
、
地
下
水
位
が
高
く

な
っ
た
り
し
て
農
作
物
被
害
が

生
じ
て
い
る
、
ま
た
、
米
子
湾

沿
岸
も
高
潮
被
害
が
増
え
て
い

る
の
で
、
両
堤
防
を
開
削
し
て

潮
位
を
下
げ
な
い
限
り
拡
幅
は

認
め
な
い
と
い
う
の
が
条
件
を

付
け
た
理
由
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
４
年
に

突
如
と
し
て
、
両
県
知
事
が
両

堤
防
開
削
で
は
な
く
森
山
堤
防

の
み
６０

ｍ
開
削
す
る
と
い
う

合
意
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

米
子
市
と
市
議
会
は
、
そ
の
後

も
両
堤
防
開
削
を
求
め
続
け
て

き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
米
子
市
長
が
拡
幅

事
業
に
同
意
し
た
理
由
は
、「
再

三
に
わ
た
り
大
き
な
水
害
に
み

ま
わ
れ
た
松
江
市
民
の
心
情
を

考
え
る
と
、
大
橋
川
改
修
事
業

の
実
施
に
躊
躇
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

勿
論
、
松
江
市
民
の
安
全
確
保

は
当
然
で
す
。
で
は
、
米
子
市

民
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

や
農
業
被
害
は
放
置
し
て
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
大
橋
川
改
修

（
２
頁
に
続
く
）

ま
た
、
下
水
道
中
央
ポ
ン
プ
場
の
駐
車

場
は
、
設
備
管
理
の
た
め
の
工
事
用
ス
ペ

ー
ス
も
兼
ね
て
い
る
の
で
通
常
は
開
放

し
て
な
い
が
、
湊
山
公
園
や
児
童
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
使
用
日
時
、
代
表

者
等
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
上
支

障
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
施
設
を

開
放
し
て
い
る
。

（
Ｑ
）
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
は
土･

日
曜

日
は
利
用
者
が
多
く
、
駐
車
場
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
。
桜
の
季
節
な
ど
湊
山
公
園

は
長
蛇
の
車
の
列
で
、
せ
っ
か
く
来
ら
れ

て
も
停
め
る
場
所
が
な
く
て
帰
る
人
も

多
い
。
も
う
少
し
工
夫
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

戦
争
遺
跡
の
保
存
、
活
用
に
つ

い
て

（
Ｑ
）
戦
争
中
に
敵
の
空
襲
か
ら
守
る
た

め
に
つ
く
ら
れ
た
掩
体
壕
（
え
ん
た
い
ご

う
＝
飛
行
機
等
の
格
納
庫
）
な
ど
、
美
保

基
地
周
辺
や
米
子
市
内
に
は
数
々
の
戦

争
遺
跡
群
が
存
在
す
る
。
戦
後
６５
年
が
経

過
し
、
戦
争
の
記
憶
を
伝
え
る
も
の
や
証

人
が
少
な
く
な
り
、
戦
争
の
歴
史
と
教
訓

を
継
承
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
貴
重
な
戦
争
遺
跡
を
保
護

し
、
平
和
学
習
な
ど
に
活
用
す
べ
き
。

（
Ａ
）
市
内
に
１４
基
の
掩
体
壕
、
防
空

壕
な
ど
の
戦
争
遺
跡
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
い
る
。
戦
争
遺
跡
の
保
存
は
、

（
３
頁
よ
り
）

（
Ａ
）
噴
水
広
場
は
地
域
総
合
整
備
事

業
債
と
い
う
起
債
で
整
備
し
た
の
で
、

財
産
処
分
の
制
約
等
は
な
い
。

③
紺
屋
町
周
辺
の
下
水
道
整
備

（
Ｑ
）
こ
の
地
域
の
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
な
い
た
め
に
加
茂
川
下
流
域
や
中

海
の
水
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
で
は
、
２０

～
２１
年
度
で
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
進
ち
ょ
く
状
況
は
？

（
Ａ
）
法
勝
寺
町
は
、
今
年
度
か
ら
来

年
度
に
か
け
て
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
に
合

わ
せ
て
整
備
す
る
。
ま
た
、
紺
屋
町
は
、

民
間
主
体
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
の

で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
整
備
す
る
。
そ

の
他
の
商
店
会
も
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
が

計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
整
備
を
図
り
た
い
。

④
公
共
施
設
駐
車
場
休
日
無
料
開
放

（
Ｑ
）
中
心
市
街
地
に
無
料
駐
車
場
が

あ
れ
ば
も
っ
と
人
が
集
ま
る
。
市
役
所

駐
車
場
、
下
水
道
ポ
ン
プ
場
の
駐
車
場

を
休
日
に
無
料
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

（
Ａ
）
市
役
所
駐
車
場
は
、
借
地
で
あ

る
と
い
う
特
殊
性
か
ら
受
益
者
の
方
に

応
分
の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
無
料
に
し
た
場
合
、
周
辺
の
民

間
駐
車
場
へ
の
影
響
や
目
的
外
駐
車
に

対
す
る
管
理
上
の
問
題
な
ど
が
あ
る
の

で
、
無
料
開
放
は
困
難
。

※「市議会かわらばん」は環境を考え、古紙再生紙、大豆油インキを使用しています。
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議員報酬会計報告 (2009年7～12月）

前月からの繰入 107,460

報酬 2,640,000

（44万円×6ヶ月）

一時金 985,600

所得税還付 156,424

カンパ 3,000

合 計 3,892,484

議員共済掛金 496,275

所得税 178,257

国保料 313,000

通信費 120,266

資料代 15,700

活動費 370,779

中川生活費 2,000,000

(25万円×6ヶ月＋一時金2ヶ月)

住民税(3期） 82,000

次月繰越金 316,207

合 計 3,892,484

（収 入）

（支 出）

会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 会 派 氏 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

新 風 岩崎 康朗 ○ × ○ ○ × × 新 風 渡辺 照夫 ○ × ○ ○ × × 公明党 安田 篤 ○ × × × × ×

〃 内田 隆嗣 ○ × ○ ○ × × 自民クラブ 尾沢 三夫 ○ × × ○ × × 未 来 伊藤ひろえ × ○ ○ ○ ○ ○

〃 竹内 英二 ○ × ○ ○ × × 〃 中本 実夫 ○ × × ○ × × 〃 門脇 邦子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 谷本 栄 ○ × ○ ○ × × 〃 藤尾 信之 ○ × × ○ × × 〃 森 雅幹 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 中田 利幸 ○ × ○ ○ × × 〃 松井 義夫 ○ × × ○ × × 〃 中川 健作 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 中村 昌哲 〃 宮田 誠 ○ × × ○ × × 共産 党 岡村 英治 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 野坂 道明 ○ × ○ ○ × × 〃 矢倉 強 ○ ○ × ○ × × 〃 松本 松子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 松田 正 ○ × ○ ○ × × 公明党 笠谷 悦子 ○ × × × × × 〃 石橋 佳子 × ○ ○ ○ ○ ○

〃 吉岡 知巳 ○ × ○ ○ × × 〃 原 紀子 ○ × × × × × 一院クラブ 遠藤 通 ○ × ○ ○ × ×

〃 渡辺 穣爾 ○ × ○ ○ × × 〃 安木 達哉 ○ × × × × × 維 新 三鴨 秀文 ○ × ○ ○ × ×

議 長

⑥中学校卒業まで子どもの医療費助成の拡充を求める陳情(12月議会）

賛否が分かれた主な議案・陳情に対する全議員の賛否一覧

②気候保護法制定について国への意見書提出を求める陳情(9月議会）
③2010年度国家予算編成において、教育予算拡充を求める陳情(9月議会）
④知的障がい児(者)への紙おむつ助成に関する陳情(12月議会）

⑤島根原子力発電所の早急な耐震補強対策と原子力に依存しないエネルギー政策の転換を求める陳情(12月議会）

①中海圏域の定住自立圏の形成に関する協定の締結（9月議会）

関
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必
要
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あ
り
、

今
後
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検
討
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。
戦
争
遺
跡
の
平
和

学
習
へ
の
活
用
に
つ
い
て
、
学
校
に
案

内
し
教
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検
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い
。

（
Ｑ
）
皆
生
に
あ
る
海
軍
省
通
信
隊
の

掩
体
壕
は
、
土
地
の
所
有
者
が
取
り
壊

し
を
望
ん
で
い
る
と
聞
い
た
。
奈
喜
良

の
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も
民
間
の
所
有
で
農
作
物
の
貯

蔵
庫
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
大

き
な
地
下
工
場
の
跡
だ
と
言
わ
れ
、
そ

こ
は
美
保
基
地
の
建
設
の
た
め
に
強

制
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行
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徴
用
で
連
れ
て
こ
ら
れ
た

朝
鮮
人
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働
に
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た
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と
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近
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い
た
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し
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。
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現
段
階
で
取
り
壊
し
等
と
い
う

こ
と
は
把
握
し
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な
か
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た
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個
々
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に
つ
い
て
関
係
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と
協
議
し
て
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み
た
い
。

昨
年
は
、
日
本
で
初
め
て
本
格
的

な

な
政
権
交
代
が
実
現
し
た
歴
史
的
な

年

年
で
し
た
。
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人

へ

へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
小
泉
改

革
が
進
め
た
格
差
社
会
に
疑
問
を
持

つ
多
く
の
国
民
が
共
感
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
政
権
の
先
行
き

は
不
安
な
面
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
デ
ン
マ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
15
回
条
約
締
約
国

会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
は
不
十
分
な
形
で
終
わ
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
面
上
昇
、
生

態
系
の
破
壊
、
食
糧
危
機
、
伝
染
病
の
蔓
延
な
ど
、
地
球
は
大

変
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
、
市
民
が
足
元
か
ら
政
治
や
社
会
を
良
く
す
る
取
り
組

み
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
を
変
え
、
地
球
規
模
の

課
題
を
解
決
す
る
原
動
力
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
年
６
月
に

は
米
子
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
政
治
を
つ
く

る
た
め
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１２月議会報告

悔いの残る大橋川拡幅事業同意

干拓堤防の
さらなる開削を！

昨
年
５
月
に
森
山
堤
防
が
６０
ｍ

開
削
さ
れ
た
が
、
島
根
大
学
研
究

者
の
調
査
で
は
、
環
境
改
善
効
果

が
出
て
い
る
の
は
開
削
部
か
ら

せ
い
ぜ
い
500
ｍ
く
ら
い
と
の
こ

と
。
堤
防
の
さ
ら
な
る
開
削
で
昔

の
よ
う
な
潮
の
流
れ
が
回
復
す

れ
ば
、
サ
ル
ボ
ウ
貝
が
繁
殖
す
る

の
も
夢
で
は
な
い
（
写
真
は
昨
年

末
に
中
海
で
取
れ
た
サ
ル
ボ
ウ

貝
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
）
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篠
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